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1. 研究の目的と背景 

2016 年の日本の自転車保有台数は約 7238 台で自動車保
有台数の約 7609万台に迫っている。 
人口当たりの自転車保有台数は自転車大国として名高

いオランダやドイツと肩を並べる 5位(2015年)となってい
る。自転車は子供から高齢者まで多くの人が利用できる

気軽な移動手段である。しかし、その気軽さが現代にお

いては問題を抱える原因になっている。違法駐輪と放置

自転車の問題は深刻であり、現在の日本では歩道でさえ

放置自転車が障害物になっている状態である。 
本研究は 2014年に東京都内の駅周辺での違法駐輪台数が
ワースト 1で 2012年から 2017年までワースト 10にラン
クインしている駅である秋葉原駅周辺を対象に、地区ご

との環境、構成物や専有物などについてと自転車利用者

の行動特性を調査して、違法駐輪が発生しやすい空間の

持つ特徴を明らかにして、違法駐輪が減る空間づくりの

知見を得ることを目的とする。 
 

表 1. 都内主要駅放置自転車台数調査*1 

 
 
 
 
 
 
 

 
2. 研究の方法 
まず、秋葉原駅周辺の現地調査ならびに区役所などで

必要なデータを入手し、分析と問題の把握を行う。また、

千代田区の放置自転車対策と空間を構成する要素の分析

を行う。そして最終的に違法駐輪空間の特性を考察する。 
3. 秋葉原駅における違法駐輪の調査 
3-1. 調査の方法 
実地調査による違法駐輪が多い場所の調査と違法駐輪

が発生する時間帯の調査を行う。秋葉原駅半径 500m の地
図に違法駐輪がどこに何台あるのかを平日に実地調査し

て、違法駐輪の多い地区を分類して書きこんだ調査図を

製作する。また、駐輪利用状況が日常的な結果であるか

を確認と調査の為に千代田区環境まちづくり部環境まち

づくり総務課交通対策・監察係にヒアリング調査を行う。 
3-2. 実地調査 
実地調査をした結果、違法駐輪が発生するのは違法駐

輪が目立たない場所ではなく、大型商業施設や幅員が広

い通りという特徴がある空間に違法駐輪が多いという結

果が出た。 
違法駐輪が多い地区を A から H の 8 つの地区に分け

て分析した結果、ⅠからⅥの類型に分けることができ、

表にまとめた。そこで実地調査による結果から違法駐輪

が発生する空間は幅員の広い人通りの多い歩道で発生す

るという仮説をたてた。 
 

 

図 1. 違法駐輪の分布図と 8つの地区*1 

 

 

 

 

 



 

表 2.放置パターンの要素とタイプによる分類 

 

3-3. ヒアリング調査 
千代田区環境まちづくり部環境まちづくり総務課交通

対策・監察係へのアリング調査の結果より、地図上の違

法駐輪状況は千代田区の認識と一致であることが明らか

となった。秋葉原駅中央口から西側の地区はヨドバシカ

メラを中心として違法駐輪が発生している。北側は放置

自転車が少なくなる傾向にある。北側の一部は台東区の

管轄であることが影響していると考えられる。大型商業

ビルなどの開発があれば新たに駐輪場を作ることはでき

るが、現状は土地が足りないため新しい駐輪場を作るの

は不可能であるという回答を得た。 
 

4 .秋葉原駅の違法駐輪の分析 
4-1 秋葉原駅周辺の違法駐輪対策の分析と考察 
千代田区は 2015 年東京都が発表した「都内主要駅放置
自転車台数調査」において秋葉原駅が都内ワースト 1位で
あったことを受けて地域ぐるみで駐輪問題を解決するた

めに秋葉原駅周辺放置自転車対策会議を発足した。 
その結果、2015年度の放置自転車台数は前年度の872台
に比べて 275台減少した。コミュニティサイクルを中心と
したさまざまな違法駐輪対策を行っている。 
放置自転車の見回りと撤去などの業務的なものだけで

はなく秋葉原駅でサイクリング漫画とコラボした啓発看

板の制作や「秋葉原駅周辺放置自転車クリーンキャンペ

ーン」などの自転車利用者に親しみを持てるような楽し

い啓発活動も行っている。 
これらのイベントやコミュニティサイクルというツール

で、違法駐輪が改善される方向に向かうのではないかと

考える。 
 
 
 
 
 
 

図 3.秋葉原駅周辺放置自転車クリーンキャンペーン*3 

 

4-2.秋葉原駅に見られる違法駐輪状況の分析。 
表 2で得られた放置パターンの分析より、についての考
察を試みる。 

AからH地区で自転車利用者の行動調査と観察の結果よ
り違法駐輪は幅員が広く、目的地となる施設からアクセ

スが良い場所に発生するということが明らかになった。

また、違法駐輪が発生する場所の特徴は幅員が広く目的

地となる場所のある歩道である。 
違法駐輪集中型は大型商業施設が隣接していて、分散

型はオフィス街にあることが明らかとなった。 
千代田区でのヒアリングをもとに改善の提案をするの

であれば自転車駐輪場を増設する以外の方法である必要

があると考えられる。 
 
 
5 .結論 
秋葉原駅周辺の放置自転車について研究を行った結果、

違法駐輪が多い場所には歩道幅員の広く、目的地がある

場所に発生がしていることがわかった。 
更に各地区ごとに違法駐輪空間を分析した結果、分類

Ⅰは通勤客が多く通過し商業施設を利用する、分類Ⅱは

人の通りが多く駅に近い高架下である、分類Ⅲは、分類

Ⅳは昼休みの時間帯に自転車の移動が活発になり目的地

となるオフィスがある、分類Ⅴは大型商業施設の利用者

が、分類Ⅵは勤務地となる場所と利用する場所の両方が

点在しているという特徴があることが明らかになった。 
幅員が広く商業施設や勤務地などの目的地となりうる

ものがある場所に駐輪場を設置すれば違法駐輪問題は解

決するが、千代田区区役所のヒアリングによると新しく

駐輪場を増設することは不可能である。 
改善の提案をするのであれば自転車駐輪場を増設する

以外の方法である必要がある。 
分類別にすると分類Ⅰでは植栽を中心とした空間、分

類Ⅱではベンチの設置、分類Ⅲではコミュニティサイク

ルの増設、分類Ⅳでは、分類Ⅴでは植栽と歩道の色彩、

分類Ⅵでは和泉橋南児童遊園と植栽の改善で違法駐輪が

緩和されるのではないかと考える。 
注 

1） 違法駐輪分布図は実地調査、駐輪場の場所は千代田区ホームページより 
2） 東京都青少年治安対策部 都内における駅前放置自転車の現況 より引用 
3） 駅前放置自転車等の現況と対策	 平成 27年度調査	 より引用 
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